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の
縄
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火焔型土器・深鉢形土器

　
平
成
”
年
4
月
1
6
日
㈹
、
国
の
文
化
財
保
護
審
議
会
よ
り
答
申
が

な
さ
れ
、
火
焔
型
土
器
を
は
じ
め
と
す
る
笹
山
遺
跡
出
土
品
が
、
国

宝
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
潟
県
に
と
っ
て
、
初
の

国
宝
指
定
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
縄
文
時
代
の
資
料
で
は
、
長
野
県

茅
野
市
の
「
縄
文
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」
（
土
偶
・
平
成
7
年
指
定
）
に
次

い
で
二
つ
目
、
縄
文
土
器
で
は
最
初
の
指
定
で
す
。

縄
文
時
代
中
期
の

大
集
落
笹
山
遺
跡

　
笹
山
遺
跡
は
、
中
条
上
町
地
内
に

あ
り
、
信
濃
川
右
岸
の
河
岸
段
丘
上

に
立
地
し
て
い
ま
す
。
標
高
は
、
1

7
0
～
1
8
0
厨
で
す
。

　
遺
跡
は
、
市
営
野
球
場
や
陸
上
競

技
場
な
ど
の
建
設
に
伴
い
市
教
育
委

員
会
に
よ
り
、
昭
和
5
5
年
～
6
0
年
の

間
に
7
回
に
わ
た
る
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
1
万
5
千
平
方
暦
の

範
囲
が
調
査
さ
れ
、
住
居
跡
（
炉
跡
）

　
　
　
　
　
ま
い
せ
つ
　
う
め
が
め
ど

ー
1
2
軒
、
埋
設
土
器
（
埋
甕
）
、
土

こ
シ
つ坑
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
、
直
径
1
0
0
儲
ほ
ど
の
円
形

に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
遺
構
は
、
遺
跡

の
南
北
を
流
れ
る
水
無
川
と
才
明
寺

川
に
よ
る
何
層
も
の
土
石
流
堆
積
物

に
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
人
々

が
、
い
く
度
も
の
災
害
に
遭
い
な
が

ら
も
、
こ
の
地
に
居
住
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
出
土
し
た
遺
物
も
、
土
器
、
土
製

品
、
石
器
、
石
製
品
と
多
彩
で
す
。

　
　
　
　
　
か
え
ん
が
た
　
　
お
う
か
ん
が
た

土
器
で
は
、
火
焔
型
・
王
冠
型
土
器

が
注
目
さ
れ
ま
す
。
土
製
品
で
は
、

ど
ぐ
う
　
み
み
か
ざ
り
さ
ん
か
く
と
う

土
偶
、
耳
飾
、
三
角
濤
な
ど
が
出
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

し
、
当
時
の
人
々
の
衣
服
や
祭
祀
の

様
子
を
現
在
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
き
ぞ
く
　
　
せ
き

　
石
器
・
石
製
品
で
は
、
石
鎌
、
石

そ
う
　
せ
き
す
い
　
せ
っ
ぴ
　

せ
き
ふ
　
す
り
い
し

槍
、
石
錐
、
石
匙
、
石
斧
、
磨
石
、

い
し
ざ
ら
　
せ
き
ぼ
う

石
皿
、
石
棒
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、

縄
文
時
代
の
生
活
を
知
る
上
で
重
要

な
手
が
か
り
を
私
た
ち
に
与
え
て
く

れ
ま
す
。



火焔型・王冠型土器

国
宝
に
指
定
さ
れ
る

　
火
焔
型
・
王
冠
型
土
器

　
笹
山
遺
跡
出
土
品
一
括
9
2
8
点

は
、
平
成
4
年
に
す
で
に
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
か

ら
に
今
回
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
る
深

ば
ち
が
た

鉢
形
土
器
5
7
点
の
う
ち
、
火
焔
型
土

器
は
1
4
点
、
王
冠
型
土
器
は
6
点
で

す
。
火
焔
型
・
王
冠
型
土
器
が
こ
れ

ほ
ど
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
遺
跡
は
、

ほ
か
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
火
焔
型
土
器
は
、
縄
文
時
代
中
期

を
代
表
す
る
土
器
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

新
潟
県
内
で
は
と
り
わ
け
津
南
町
か

ら
長
岡
市
に
か
け
て
の
信
濃
川
中
流

域
で
数
多
く
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
右
ぺ
ー
ジ
写
真
中
央
の

火
焔
型
土
器
は
、
平
成
4
年
に
「
古

代
の
日
本
展
」
（
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
）
、

平
成
1
0
年
に
は
「
縄
文
展
」
（
パ
リ
）

に
出
展
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
の
原
始博物館ロビー展示

笹山遺跡特設展示

美
術
を
代
表
す
る
土
器
の
ひ
と
つ
と

し
て
絶
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
6
年
生
の
歴
史
教
科

書
や
副
読
本
な
ど
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
全
国
各
地
か
ら
縄
文
時
代
に
関

す
る
数
多
く
の
質
問
が
博
物
館
に
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
火
焔
型
・
王
冠
型
土
器
の
ほ
か
に

は
、
東
北
、
北
陸
、
中
部
高
地
、
関

東
地
方
か
ら
器
形
や
文
様
構
成
の
上

で
影
響
を
受
け
た
土
器
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
も
、
火
焔
型
土
器
の
誕
生
や

笹
山
遺
跡
の
他
地
域
と
の
交
流
を
解

明
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
な
お
、
指
定
品
の
す
べ
て
を
収
め

た
『
笹
山
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』

が
平
成
1
0
年
に
刊
行
さ
れ
、
博
物
館

友
の
会
（
博
物
館
窓
口
）
で
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
博
物
館
で
は

指
定
品
の
す
べ
て
を
見
学
で
き
る
よ

う
に
、
ロ
ビ
ー
と
考
古
展
示
室
の
一

部
を
改
装
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

国
宝
〈
考
古
資
料
〉

新
潟
県
笹
山
遺
跡
出
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形
土
器
　
彫
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隙
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．
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土
製
晶
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あ
オ
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が
た
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器

小
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ぐ
う

土
　
儒

出
製
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飾
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製
円
盤
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製
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塘
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ず
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ぬ
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剥
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　十日町市は平成8年度に厚生省の「障害者や高齢者にやさしい

まちづくりモデル地区」に指定されました。これを機に当市では

「十日町市福祉のまちづくり総合計画」を策定し、障害者や高齢

者の社会参加を促進するために、市庁舎や市の出先機関のバリア

フリー化（障壁除去）を進めています。10年度には、次の施設に

ついて整備・改善を行いましたのでお知らせします。

　　簾

①議場の改修（車椅子利用者の傍聴

　席整備、自動ドア設置）

②3階トイレの改修（男女1か所洋

　式便器に取替え）

③点字ブロックの敷設（3階エレベ

　ーター～議場、地下1階エレベー

　ター～食堂）

　　　保健ゼンター

①市庁舎との連絡通路の段差解消

　（2階連絡通路南側階段をスロー

　プに改修）

②トイレの改修（1階男女各1か所、

　3階女子1か所洋式便器に取替え）

　　欝　物　館．
①点字ブロック設置

②入ロスロープ・階段の手すり設置

①点字ブロックの設置

②階段手すり設置

③案内板及び各部屋の表示看板（点

　字付）の設置

④洋式便器に取替え（各階男女1か

　所ずつ）

⑤大ホールヘの入口自動ドア設置

①点字ブロック設置

②障害者用トイレ設置

③玄関スロープ手すり設置

公 園

①障害者用トイレ設置（千歳町公園、

　四ツ宮公園、春日町公園）

②洋式便器に取替え（住吉公園、寿

　南公園、河内公園ほか4か所）

①駐車場からエレベーター侵入道路

　の段差解消

②屋内階段手すり設置

　　鴬壌獄慧館
①正面玄関自動ドア設置

②玄関入口段差解消

③障害者用トイレ設置

④屋内階段手すり設置

⑤点字ブロック設置

　　蘭民黛一澱
①入ロスロープ等の手すり設置

②車イス駐車場表示

　ガイドヘルパー（外出時の付添人）

　　　　　　　　　　　派遣事業

十日町市では、11年度から外出時に付添人を派遣す

るガイドヘルパー派遣事業を始めました。

ロ利用対象者

①身体障害者（身体障害者手帳1級、2級、3級の

　所持者）

②知的障害者（療育手帳AまたはBの所持者）

③その他市長が特に認める者

ロ派遣の対象

①公的機関に出かけるとき。

②医療機関への受診・治療のための外出。

③社会参加促進の観点から市長が特に認めるとき。

ロ利用者負担

①利用者負担金額は生計中心者の所得税額により決

　　定します。（1時間あたりの最高負担金額は940円）

　※移動は公共交通機関（バス・タクシー等）を利用

　　し、経費は全額利用者負担です。

ガイドヘルパーネットワーク事業

　重度の視覚障害や全身性障害をもつ人が、市外や県

外に外出する際、介助する人を派遣します。また、ガ

イドヘルパーとして活躍いただける人も募集中です。

磨費用負担

①県内：1時間920円

　※移動には公共交通機関（バス・タクシー等）を利

　用し、経費は全額利用者負担となります。

②県外：各県・各政令指定都市の規定額。

ロ利用申込み

　新潟ふれ愛プラザ内「新潟県ガイドセンター」（費025

　－381－8120）へ。
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地域振興券推進本部

　　　　からのお知らせ

　地域振興券交付事業は、若い親の子育て支援と所得の

低い高齢者層の経済的負担を軽減することによって、個

人消費の喚起と地域経済の活性化を図ることを目的に、

国の事業として全額国庫負担で実施しています。

交付対象要件（基準日＝11年1月1日現在）

●15歳以下の児童のいる世帯主には、所得等に関係なく

全員に交付することになっています。

●65歳以上の高齢者等については次の要件があります。

◆65歳以上の対象者本入翼市民税罪課税である（均等

割もかかっていない）こと。

◆65歳以上の対象者が扶養されている場合袈扶養者も

非課税である（均等割もかかっていない）こと。

※65歳以上であれば、全員が地域振興券をもらえるよう

　に思われている人もいますが、上記の要件があるため、

全員には交付されません。なお、当市の65歳以上人口

　と交付対象者人数は次のとおりです。

　　■65歳以上人口　　　　　　　　　約9，800人

　　■うち65歳以上の交付対象者　　　　3，455人

　地域振興券交付事業は国が定めた要件に基づく事業で

あり、十日町市では国の基準・要件に沿って事業を行っ

ています。仮に65歳以上の人全員に地域振興券を交付し

た場合、約1億3千万円を国の補助なしに、税金から支

払うことになります。厳しい市の財政事情の中で道路改

良や福祉対策、下水道の普及など多くの市民要望を実現

する必要があり、地域振興券を全員に交付することはで

きませんので、ご理解をお願いします。

　　「特定事業者」の皆さんへ
　地域振興券の裏面確認を徹底してください／

　特定事業者の中で、受け取った地域振興券を紛失した

事業者が発生しました。地域振興券の保管等には十分注

意してください。また、地域振興券の再使用を防止する

ため、次の事項を徹底するようお願いします。

■地域振興券の裏面に特定事業社名が記入・押印された

　ものや、特定事業者欄が修正液などで修正されたもの

　は受け取らない。

※不正使用のおそれのある券を発見した場合は速やかに

　地域振興券推進本部にご連絡ください。

※地域振興券の紛失や使用済みの券を受け取って換金で

　きなくても、十日町市は一切の責任を負いません。

■問合せ＝十日町市地域振興券推進本部（市役所内・a

　57－3111内線280）へ。
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　新潟県議会議員一般選挙十日町市選挙区（4月2

日告示）は定員1名のところ立候補者が1名でした

ので、4月12日（月）の選挙会において次の者を当選人

と決定いたしました。

当選人尾身孝昭譜甦党

湯沢俊雄さん
（学校町2盈57－3548）

池田信子さん
（高田町3南盈57－1007）

／’φr

喚・
’吻
　　～

行
政
に
関
す
る
相
談
は
行
政
相
談
員
へ

　
市
内
に
は
総
務
庁
長
官
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
行
政
に
関
す
る
相
談
窓

口
と
し
て
活
動
す
る
2
人
の
行
政
相
談
員
が
い
ま
す
。
相
談
員
は
国
の

仕
事
を
は
じ
め
公
庫
な
ど
特
殊
法
人
の
仕
事
、
国
か
ら
県
や
市
に
委
任

さ
れ
た
仕
事
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。
例
え
ば
年
金
、
公
害
、
生

活
保
護
等
に
つ
い
て
「
処
理
が
遅
い
」
「
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な

い
」
な
ど
で
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
定
例
相
談

日
は
毎
月
第
2
金
曜
日
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
、
市
役
所
1
階
行
政
相

談
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
急
ぎ
の
場
合
は
直
接
相
談
員
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

申し込み

※市長が皆さんの所へ出かけて話し合う「おじゃまします暖

　和室」は随時受け付けています。

　市長への手紙　皆さんからのご意見ご提案を手
　　　　　　　　　　紙でお寄せいただき、それを市政

に反映させるために「ふれあいボックス」と「市長の手紙」

を設置しています。（ボックスと手紙の設置場所は、市役所、

公民館本館、川治・中条・吉田・下条・水沢の各地区館、博

物館です。用紙は西部会館、江道猿倉集落センター、新座・

大井田・高山の各コミュニティセンター、飛渡地区公民館、

八箇集落センター、羽根川荘、吉田集会所、東下組生活改善

センター、平成園にあります）もちろん手紙は普通のはがき

や封書でもかまいません。届いた手紙は市長が最初に目を通

します。提案には1か月を目標に回答させていただきますの

で、住所氏名を必ずご記入ください。

■問合せ二企画人事課広報広聴係（盈57－3111）へ。

おまちしてます　　5月は27日（木）です

おじゃまします

暖毒盤窒鴇ξ灘1麓鵬・

開催日の5日前までに企画人事課広報広聴係へ。
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　　ぎもの21世紀への道一
　きもののまち十日町を代表する一犬イベント「’99

日町きもの求評会」、が4月6日（火〉から1旧（日）までの

日間、クロス10で開かれました。今年は「きもの21

紀への道」をテーマに掲げ、商品別プレゼンテーシ

ンに出展された27社の製品133点が、全国の卸商社・

売店などから審査を受けました。ぽた、求評会開催

間中は、目抜き通りに紅白幕やペナントが掲出され

など、まちをあげての盛り上がりをみせていました

家族連れなどきものファンでにぎわった一般公開

鰯

　
十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合
（
蕪
．

木
良
吉
理
事
長
）
主
催
の
十
日
町
き

も
の
求
評
会
が
、
4
月
6
日
㈹
～
1
1

日
伯
ま
で
の
6
日
間
に
わ
た
っ
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
従
来
の
メ
ー
カ
ー
別
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
改
め
、
振
袖

や
付
下
げ
な
ど
8
部
門
の
商
品
別
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
展
示
方
法
を

一
本
化
し
た
こ
と
に
よ
り
　
出
展
作

品
の
特
徴
が
よ
り
わ
か
り
や
す
く
示

さ
れ
る
形
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
問
屋
・
商
社
・
小
売
店
な

ど
に
よ
る
審
査
会
も
昨
年
よ
り
1
日

延
長
さ
れ
4
日
問
と
な
っ
た
こ
と
で
、

ゆ
と
り
あ
る
審
査
と
商
談
機
能
の
充

実
が
図
ら
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
の
通
産
大

臣
賞
に
は
㈱
関
芳
の
出
展
し
た
振
袖

「
瑞
峰
」
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
会
場
で
は
関
連
催
事
と
し
て
「
新

作
散
歩
着
の
展
示
」
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
よ
る
試
着
シ
ュ
ミ
レ
」
シ
ョ
ン
」

「
十
日
町
織
物
変
遷
展
」
「
伝
統
工
芸

士
実
演
コ
ー
ナ
ー
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
来
場
者
は
展
示
作
品
の
美
し
さ

や
、
製
品
を
支
え
る
伝
統
と
技
術
に

魅
入
っ
て
い
ま
し
た
。
な
お
審
査
期

問
中
、
全
国
か
ら
訪
れ
た
問
屋
・
商

社
・
小
売
店
な
ど
は
3
5
6
入
。
後

半
2
日
問
の
一
般
公
開
に
は
愛
好
家

な
ど
2
、
6
6
8
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

通産大臣賞に輝いた㈱関芳の振袖「瑞峰」

　　　　　■｝　一　　　　㎜　　　　一　　　心，｝　　　一　　洲副　皿　一副酬

、好みのきものもパソコン上で簡単に選べます

ようこそ十日町へ

転入者・新採用者・

　　U夕一ン者のつどい

　
こ
の
春
か
ら
市
内
で
働
き
始
め
た

人
々
に
、
一
日
も
早
く
十
日
町
に
慣

れ
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
恒
例
の

「
転
入
者
・
新
採
用
者
・
U
タ
ー
ン

者
の
つ
ど
い
」
が
4
月
1
3
日
㈹
に
ク

ロ
ス
ー
0
で
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は

真
新
し
い
ス
ー
ツ
姿
の
若
者
を
中
心

に
、
地
元
の
皆
さ
ん
や
、
大
好
き
十

日
町
会
会
員
な
ど
総
勢
約
2
0
0
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
最
初
に
女
性
コ
ー
ラ
ス
グ
ル

ー
プ
「
コ
ー
ラ
ス
ラ
イ
ン
」
の
皆
さ

ん
の
美
声
が
場
内
に
響
き
わ
た
り
、

和
や
か
な
う
ち
に
開
幕
。

　
続
い
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
本
田

市
長
か
ら
は
、
当
市
の
概
要
紹
介
に

続
き
「
住
む
人
が
こ
の
町
を
誇
り
に

思
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
う
」

と
い
う
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
テ
ー
ブ
ル

を
囲
ん
で
、
同
期
入
社
の
知
人
や
職

場
の
上
司
、
地
元
の
人
々
と
歓
談
。

舞
台
で
は
、
十
日
町
な
ら
で
は
の
催

し
と
し
て
「
天
神
ば
や
し
」
や
「
六

方
広
大
寺
節
」
な
ど
、
地
元
に
伝
わ

る
唄
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
転
入
者
全
員
に
ぜ
ひ
覚
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
、
十
日
町
舞
踊

協
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
十
日
町
小

唄
」
の
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会

場
が
大
い
に
盛
り
上
が
る
中
、
最
後

は
参
加
者
全
員
で
輪
を
作
り
、
覚
え

た
て
の
「
十
日
町
小
唄
」
を
踊
っ
て
、

に
ぎ
や
か
に
閉
幕
と
な
り
ま
し
た
。

　
転
入
者
の
つ
ど
い
が
終
わ
る
と
、

も
う
す
ぐ
妻
有
の
里
に
も
新
緑
の
季

節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
縁
あ
っ
て
こ

の
地
で
生
活
を
始
め
ら
れ
た
人
々
が
、

一
日
も
早
く
新
た
な
生
活
に
慣
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
や
地
域
で
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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　　　　　④

十日町地域広域事務組合

　3月1日に開催された十日町地域広域事務組合第1回定例会において、平

成11年度の里創プラン関係予算が議決されました。予算規模はソフト事業費

1億1，000万円、ステージ事業費7億5，900万円の合計8億6，900万円です。地

域拠点づくりを目的とした十日町ステージでは、6，000万円をかけて情報館南

側の「光の広場」にアート作品の設置を予定しています。

爽地の 企画振興課

芸術祭 十日町地域消防本部3階

　盈57－2637
儲，翻晦隙 ■■3＝　　　　　1置　　　　　　器

◎ ◎　　◎　　◎　　◎　　◎
ス　ス 集平募全稿広しア所ア大
テテ ’成る国　’告　’1　’1地
キキ 地12たのダ関作テ日テの
発発 域年め美イ係品イ常イ芸
見見 事夏の術レの制スのス術
の実 業のプ先ク専作ト生ト祭
作行 と本レ進ト門にが活が実
品委 結番シ都メ家結地空地行
募員 びにン市　1とび域問域委
集会 付向ポにルのつ　”と員
活に いけジおなネく学自関会
動委 た ’ウいどツア校然わに
＿託 イ運ムてにト　1　’空り委
応し べ営を　’よワト団間な託
募て ン体5大る　1ワ体にがし
締次 ト制会地広ク　1なアらて
切の のの場の告のクど1　’次
7事 構整で芸戦中シと　ト地の
月業 築備開術略でヨ連作域事
31を や催祭を　’ツ携品の業
日行 ボ　　を展ポプしをシを
（土）い ラ　　広開スをス制ン行
）ま ン　　め　　タ数タ作ボい
す テ　　　’　　1回ジ　・　ルま
O イ　　応　　や開オ設とす

ア　　援　　広催を置な　。
の　　団　　告　　設　　る
募　　を　　出　　置　　場

鑑爽のP

、テキ発見

㈱晦瞼

◎
英
伸
三
写
真
塾
”
妻
有
の
春
「
田
ん
ぽ
」
を
撮
る
”
の
開
催
（
5
月
2
2
日

　
ω
～
2
3
日
㈲
）
、
県
高
文
連
写
真
専
門
部
技
術
講
習
会
の
誘
致
（
5
月
2
8
日

　
働
～
2
9
日
d
D
）
、
小
中
学
生
5
0
0
0
人
の
写
真
騒
動
の
展
開

◎
応
募
作
品
の
審
査
（
地
域
審
査
・
審
査
員
審
査
）
、
表
彰
・
発
表
イ
ベ
ン
ト

　
の
開
催
（
9
月
）
、
巡
回
展
（
1
1
月
）
、
賞
品
の
発
送

普及響発 総奮艶苧舞

　ネーター

一
花 の道

㈱鯛廟 熱，㈱万職 q，㈱濾職

ア る ◎ ◎◎◎ ◎

1国 た里 楽開地花圏花
．入

ト内 め創 し催域の域の 賞

ネ外 にプ い ’専全道 作

ツに ’ラ “
イヒ ア門体実

口
口
【

ク里 総ン の 1家の行 を

レ創 合各 イ テや花委 擢

スプ コ事 べ イ地の員 載

通ラ 1業 ン ス域道会 し

信ン デを ト トと整に た

一の イ統 や ’関備委 ス

を情 ネー ガ 専わ計託 テ

年報 1性 1 門り画し キ

4発 トを
一“

ア 家なrて マ

回信 業保 二 なが花次
発を 務ち ン どらのの ブ

行行 をな グ と花道事 の

しう 委が な 共のマ業 作

また 託ら ど 同道スを 成

すめ し総 の でモタ行 と
O　　　　、

て合 講 花デ1い 配
小 実的 習 のルプま 布
冊 施

、 △
本 ワ箇ラす （

子 し一 を 1所ン　。 11

一
越 す的
ま体 開

催
クを一
シ整を

月
）

後 Oに ヨ備策
妻 進 ツ 定
有 め プ

　　　　「小中学生5000人の写真騒動」

　　のきざき美術館
　　　　～ステキ発見大募集～
　「小中学生5000人の写真騒動」は圏域6市町村の子ども

たちが、越後妻有の場所や人、料理その他なんでも、地域

のステキを写真に撮り、これにコメントをつけることによ

って、身近なステキを再発見しようという活動です。

　募集開始以来、数多くの力作が集まりました。小中学生

の作晶をご覧になって、ぜひ多くのみなさんからも「越後

妻有8万人のステキ発見」にご参加ください。

◆場所＝・公民館本館ギャラリー

　日時＝4月27日㈹～5月2日（日）午前9時～午後9時30分

◆場所＝きものまつり会場（本町4）

　日時・＝5月3日（月・憲法記念日〉、正午～午後3時30分

◆場所＝水沢地区公民館

　日時・＝5月7日働～5月12日㈱午前9時～午後9時30分

　（ただし憩日㈲は午後5時まで、12日㈱は正午まで）

ロ問合せ＝布役所企画人事課企画係（盈57－3111）へ。

十
校
空
手
部
全
国
ベ
ス
ト
8
の
快
挙

　
第
1
8
回
全
国
高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会
が
3
月
2
6
日
働
・
2
7
日
ω
に
広
島

市
で
開
催
さ
れ
、
十
日
町
高
等
学
校
空
手
部
（
中
村
剛
監
督
）
が
、
男
子
団
体

形
で
ベ
ス
ト
8
に
入
る
快
挙
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。

　
3
8
校
が
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
上

位
を
競
う
試
合
で
は
、
1
回
戦
1
0
校

中
4
位
で
2
回
戦
へ
進
出
。
選
手
た

ち
が
当
初
の
目
標
と
し
て
い
た
2
回

戦
で
も
8
校
中
4
位
と
大
健
闘
し
、

2
ブ
ロ
ッ
ク
上
位
4
校
が
進
む
準
決

勝
へ
と
駒
を
進
め
ま
し
た
。

　
準
決
勝
で
は
惜
し
く
も
8
位
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
成
績
は
5
年
前

高
田
工
業
に
次
ぐ
、
県
内
男
子
2
校

目
の
輝
や
か
し
い
成
績
で
す
。
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500万円
信用保証付2．4％

その他　　2．9％
5年以内

1千万円
信用保証付2．4％

その他　　2．9％
5年以内

1億5千万円（市長が特

に認めた場合は2億円）
3．3％ 10年以内

3千万円 3．0％ 10年以内

第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）・

十日町農協 商工観光課
57－3111（内線263）

50万円 2．0％ 3年以内

1千万円
信用保証付1．9％

その他　　2．4％
5年以内

500万円 2．4％ 10年以内 労　働金庫

総事業費から、自己
資金・補助金・寄付
金等を差し引いた額

3．3％ 10年以内
第四・北越・新潟中央・大光・県信

用組合（十日町・下条）・十日町農協
企画人事課
57－3111（内線215）

100万円 2．5％ 4年以内

第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）・

十日町農協・労働金庫

下　水　道課
　52－7441

500万円 3．0％ 10年以内
建設課克雪利雪対策室
57－3111（内線274）

1千万円 3．0％ 7年以内 市民生活課
57－3111（内線157）

1億円 3．0％ 10年以内
第四・北越・新潟中央・大光・県信

用組合（十日町・下条）・十日町農協
健康福祉課
57－3111（内線141〉

営業用等（1億円）

その他（1千万円）
3．3％ 5～10年

第四・北越・新潟中央・大光・

県信用組合（十日町・下条）
市民生活課
57－3111（内線157）

500万円 2．5％ 10年以内
第四・北越・新潟中央・大光・県信

用組合（十日町・下条〉・十日町農協
区画整理課
　52－7512

250万円 2．0％ 10年以内
お申し込みは

　　市健康福祉課へ
健康福祉課
57－3111（内線133）
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中小企業振興資金 運転　・設備
市内に工場または店舗等を有し、かつ同一事業を6か月以上営む中

小業者（工鉱業・運送業・卸売業・サービス業、ただし、市税等完
納者・法人）

地方産業育成資金 運転　・設備
市内に住所若しくは事業所を有する中小業者（鉱業・建設業・製造
業・卸売業・小売業・運輸通信業・サービス業）で、営業期間1年

以上の市税等完納者・法人

企　業　設　置　資　金 用地取得造成
建設　・設備

市企業設置奨励条例により「奨励企業」の指定を受けた企業

小売商業近代化資金
店舗新築・増改

築　・改装等
市内に住所・店舗を有し、引き続き1年以上同一事業を営んでいる

小売商業者で、市税等完納者・法人

離職者生活安定資金 生　活　資　金
市内居住者で、倒産・事業所閉鎖等による離職者等で、公共職業安

定所に求職票を提出してある市税等完納者

経済景気対策特別資金 運　　　　転
市内に事業所を有し、3年以上継続して同一事業を営み、市税等を完納してい

る中小企業者で、不況の影響により、最近3か月の売上（生産）高が過去3年

聞のいずれかの年と比較して10％以上減少し、経営に支障をきたしている者

勤労者住宅建設資金
住　宅　新　築

改築　・購入

市内に2年以上居住し、市内に自ら居住するため住宅を新増改築・

購入する者

地域集会施設助成資金 地域集会施設
新改築・購入・土地購入

集会の場としての施設の新築、新築に準ずる改築・購入、または集

会施設の用に供する土地を購入するもの

排水設備等設置資金 排水設備等の設置
処理区域内における建築物の所有者または占有者で排水設備等の設

置工事を行う者。ただし、市税、下水道受益者負担金、使用料の完納者

克雪住宅づくり資金
融雪式・耐雪式・落雪

式住宅の新築・改築

個人または法人（従業員30人未満）で市税等を完納している者、か

つ貸付金の償還能力が取扱金融機関の定める条件に適合するもの

公　害　防　止　資　金
公害除去防止等機

器設置、工場移転

資本金5千万円以下、従業員3百人以下の中小企業で、市内に工場

または事業所を有する者

診療所施設設備資金
施設・医療機器購

入設置、用地購入

診療所の施設・設備・用地の取得、十日町市・中魚沼郡医師会の会

員で、会の承認を得た者

駐車場設置資金 駐車場設置
市長の定める区域内に自動車5台以上の収容能力を有する駐車場を

新たに設置する者で、市内在住の個人または法人等

十臼町駅西土地区画整理

事業宅地規模適正化資金 付換地購入
市土地区画整理事業の地権者で十日町駅西土地区画整理事業付換地
取扱要領の規定に基づく付換地を購入しようとする個人または法人
で、市税等完納者、貸付金の償還能力等を有する者

障害者住宅整備資金
障害者の居室等の

増改築・改造

市内に住所を有し、親族である障害者と同居する者、または障害者
で、障害者等向けの居室等の増改築・改造を自力で整備することが
困難な者（市税完納者）
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　　　　　「私の生涯学習」

　市内には、長年にわたって自らの目標

を持ち、趣味や学習に励む人たちがいま

す。今回は、学習の楽しさや苦しさ、継

続のコツなどを皆さんにお聞きします。

仲
間
と
楽
し
く
が

　
　
　
　
継
続
の
秘
訣

　
水
沢
地
区
公
民
館
が
長
寿
講
座
を

始
め
た
8
年
前
か
ら
、
手
芸
と
生
け

花
を
学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

1
月
か
ら
は
新
た
に
俳
句
に
も
挑
戦

し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　
私
は
女
学
校
時
代
か
ら
手
芸
が
好

き
で
、
結
婚
後
も
3
人
の
子
ど
も
が

小
学
校
に
あ
が
る
ま
で
全
員
に
服
を

作
っ
て
あ
げ
ま
し
た
。
最
近
で
は
孫

の
服
も
作
っ
て
あ
げ
た
ん
で
す
よ
9

手
芸
を
し
て
い
る
と
冬
で
も
退
屈
は

し
ま
せ
ん
。
次
に
何
を
作
ろ
う
か
と

思
案
し
た
り
、
で
き
あ
が
っ
た
時
に
蒔ふ窟詣蛸侵若糸銚こ生屋佐藤末子さん訣
にとは9孫をが好　戦のけを　　（伊達4・76歳）

　　　　　　声　　　　の　　　鞍　罷撲まちの

苦
し
さ
が

　
　
　
　
楽
し
み
へ

　　「私のきもの着こなし術」

　来目2日と3日に、十日町の春を象徴
する「第23回きものまつり」が開催され

ます。次回は、まつりの開催期間中、ま

ちでみかけた素敵なきもの姿の人々に、

こだわりの着こなし術をお聞きします。

◆投稿される方へ　はがきや来庁などい

　ずれの万法でも構いません。なお紙上

　匿名は構いませんが、お名前、住所、

　電話番号だけは明記してください。

◆送付先　5目10日（月）までに企画人事課

　広報広聴係（〒948－8501十日町市干歳

　町3－3　智57－3111内線213・214）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郎
7
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霧

灘
脳
鍵
聖

　
　
　
　
　
　
　
　
韓

　
私
は
、
2
年
間
尋
常
高
等
小
学
校

で
学
ん
だ
も
の
の
、
そ
の
後
は
家
庭

の
事
情
か
ら
進
学
を
断
念
し
ま
し
た
。

53

歳
の
時
、
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
る
新

潟
高
校
通
信
制
の
募
集
案
内
を
目
に

し
ま
し
た
。
人
生
の
忘
れ
物
を
思
い

出
し
た
よ
う
に
一
人
つ
ぶ
や
く
私
に
、

息
子
が
「
や
っ
て
み
た
ら
！
」
と
声

を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
言

で
私
は
入
学
を
決
断
し
た
の
で
す
。

　
英
語
は
、
始
め
か
ら
難
し
い
と
覚

悟
は
し
て
い
た
も
の
の
、
や
は
り
さ

っ
ぱ
り
解
ら
ず
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
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学
び
あ
い

　
　
　
教
え
あ
う
喜
び

ん
副

さ
歳
酷

ミ
69
会

　
　
の

　
．
友

キ
2
館

　
町
駒

島
田
市

　
高
的

木
↑

　
博
物
館
業
務
の
お
手
伝
い
が
き
っ

か
け
で
、
昭
和
62
年
の
発
会
以
来
、

博
物
館
友
の
会
の
運
営
と
自
分
自
身

の
学
習
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
博
物
館
友
の
会
は
、
現
在

1
1
0
0
人
も
の
会
員
を
抱
え
る
全

国
的
に
も
め
ず
ら
し
い
大
規
模
な
博

物
館
愛
好
会
で
す
。
会
員
は
古
文
書
、

歴
史
、
民
俗
、
近
代
史
、
方
言
、
植

物
、
考
古
、
い
し
ぶ
み
の
8
つ
の
研

究
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

活
発
な
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
は
植
物
グ
ル
ー
プ
に
入
り
、

⑰　　いちばんいいて

埼玉県上尾市久保213－3（68歳）宏さん小杉

　ぞアぎ　　　ロロロヴ　　　をヤ　ニ

信州菅平猫岳山頂にて　右から2人目
が小杉さん、右端が荒屋さん

　
昭
和
2
0
年
7
月
、
東
京
で
戦
災
を
受
け
て
父

の
右
腕
切
断
に
よ
り
下
条
村
へ
疎
開
を
し
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
十
日
町
高
校
を
卒
業
す
る

ま
で
の
約
5
年
問
を
当
地
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　
高
校
で
の
体
育
の
授
業
は
主
に
ス
キ
ー
で
、

丸
焼
け
裸
一
貫
、
低
収
入
の
身
と
し
て
は
ス
キ

ー
な
ど
買
え
ず
、
い
つ
も
見
学
で
悔
し
い
思
い

を
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
お
ん
念
と
し
て
残

っ
て
い
た
せ
い
か
、
3
9
歳
で
弘
前
に
転
任
し
た

時
、
周
囲
に
勧
め
ら
れ
て
ス
キ
ー
に
挑
戦
、
以

来
現
在
に
至
る
ま
で
は
ま
っ
て
い
ま
す
。
生
来

級
友
の
認
め
る
ご
と
く
運
動
神
経
の
乏
し
き
身

な
が
ら
「
継
続
は
力
な
り
」
と
4
8
歳
で
3
級
、

58

歳
で
2
級
、
そ
し
て
62
歳
で
1
級
を
取
得
し

ま
し
た
。
今
で
も
国
内
外
で
年
問
2
0
日
以
上
滑

っ
て
い
ま
す
。
高
校
の
同
級
生
で
ス
キ
ー
を
続

け
て
い
る
人
は
、
地
元
在
住
で
は
ほ
ぼ
引
退
し

た
田
村
正
六
君
1
人
、
こ
ち
ら
で
は
十
日
町
出

身
の
日
光
畜
産
会
長
庭
野
恒
男
君
、
疎
開
組
で

は
台
北
出
身
の
荒
屋
邦
夫
君
と
私
の
3
人
が
い

ず
れ
も
1
級
で
、
時
々
一
緒
に
滑
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
室
内
関
連
で
は
2
0
歳
か
ら
始
め
た
囲

碁
が
あ
り
、
現
在
日
本
棋
院
白
江
会
所
属
で
6

段
格
、
文
部
省
O
B
囲
碁
ク
ラ
ブ
で
の
月
会
も

楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
そ
の
他
、
趣
味
と
実
益

を
兼
ね
て
投
資
活
動
に
熱
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
十
日
町
で
は
織
物
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
た
産
業
や
、
ハ
イ
テ
ク
ソ
フ
ト
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
が
育
つ
と
い
い
で
す
ね
。

　
最
後
に
、
我
が
同
級
生
の
本
田
市
長
の
ご
健

闘
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

70



喜
び
を
味
わ
え
た
り
と
、
数
多
く
の

楽
し
み
が
手
芸
に
は
あ
り
ま
す
。

　
生
け
花
に
つ
い
て
は
、
女
学
校
時

代
に
親
し
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
父

が
生
け
花
の
名
取
だ
っ
た
た
め
、
も
っ

ぱ
ら
父
に
任
せ
き
り
で
、
本
格
的
に

始
め
た
の
は
長
寿
講
座
に
通
い
始
め

て
か
ら
で
す
。
本
格
的
に
始
め
て
か

ら
は
、
野
辺
の
草
花
に
も
心
を
寄
せ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
生
活
に
も

季
節
感
が
芽
生
え
て
き
ま
す
。
野
や

街
で
見
か
け
る
花
を
「
こ
う
し
て
生

け
た
ら
美
し
い
だ
ろ
う
に
」
な
ど
と

思
案
す
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　
こ
の
歳
に
な
る
と
、
ち
っ
と
も
上

達
し
ま
せ
ん
が
、
仲
間
が
た
く
さ
ん

で
き
て
、
話
し
も
は
ず
む
こ
と
が
講

座
の
何
よ
り
の
楽
し
み
で
す
。
継
続

に
は
楽
し
さ
と
仲
問
を
欠
か
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
仲
間

と
楽
し
み
な
が
ら
生
涯
学
習
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

で
“
ω
盆
α
蜜
国
⇒
笹
δ
7
を
続
け
ま
し

た
。
少
し
ず
つ
解
る
よ
う
に
な
る
と

楽
し
い
も
の
で
、
卒
業
し
て
か
ら
も

続
け
て
い
ま
す
。
5
年
前
に
、
ダ
ン

さ
ん
と
い
う
ア
メ
リ
カ
人
に
声
を
か

け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
中
条
公

民
館
の
英
会
話
教
室
に
誘
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
は
公
民
館
本
館
の
英
会

話
教
室
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　
英
会
話
は
、
基
本
を
習
い
、
繰
り

返
し
練
習
を
し
、
直
接
外
国
人
と
生

の
会
話
を
す
る
こ
と
が
一
番
の
上
達

方
法
で
す
。
私
の
年
齢
で
も
時
間
は

か
か
り
ま
す
が
身
に
付
き
ま
す
。
最

初
は
苦
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
こ

を
乗
り
切
る
こ
と
に
よ
り
、
苦
し
さ

が
楽
し
さ
に
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
今
は
、
中
学
2
年
の
孫
娘
と
一
緒

に
英
語
圏
へ
海
外
旅
行
を
す
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
痴
呆
防
止

の
た
め
に
も
、
若
い
人
た
ち
と
英
会

話
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

野
山
の
散
策
で
、
友
人
と
の
楽
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
を
兼

ね
た
学
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

友
の
会
で
は
文
化
財
め
ぐ
り
な
ど
多

く
の
年
間
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
住
む
身
近
な
歴
史
に
つ

い
て
は
誰
も
が
興
味
を
持
っ
て
い
る

も
の
で
す
。
そ
う
し
た
興
味
を
よ
り

分
か
り
や
す
く
解
説
し
よ
う
と
、
文

化
財
め
ぐ
り
で
は
会
員
が
案
内
役
と

な
っ
て
市
内
各
所
を
巡
り
ま
す
。
ま

た
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
地
域
の
歴
史
文

化
、
自
然
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
、
夏
休
み
と
冬
休
み
に
は
子

ど
も
博
物
館
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
笹
山
遺
跡
出
土
品
の
国
宝

指
定
と
い
う
一
大
ニ
ュ
ー
ス
を
き
っ

か
け
に
、
歴
史
に
興
味
を
も
た
れ
る

人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

仲
間
と
楽
し
く
つ
き
あ
い
な
が
ら
、

あ
な
た
も
歴
史
の
雄
大
さ
や
地
域
の

素
晴
ら
し
さ
を
再
確
認
し
ま
せ
ん
か
。

吉
脊
矛
グ
企
ヴ
ー
4
⑲

盲崎の短大を卒業後、この会社で働いて4
同年目を迎えました。職場では自動車の販

売や経理、登録業務などを行っています。人

と接して、お話しをする中で自分自身も勉強

をさせていただいています。お客様それぞれ

の二一ズに沿った車を選び、喜んでいただけ

ることが仕事の励みになっているんですよ。

車
　　にも趣味や家族構成、目的などによって

　　様々なものがあります。車に興味のある

方は気軽に声をかけてくださいね。

プ　　ライベートでも車が好きで、1月に買っ
　　た新車に乗って、行きたい所には一人で

も出かけます。ただし、方向音痴なので遠出は

苦手です。今は時間がなくて休んでいるので

すが、短大時代に友人の薦めで始めたスキュ

ーバダイビングが趣味です。2年前に伊豆で

ライセンスを取得しました。今年は佐渡で潜

ることが目標です。将来はインドネシアの海

を時問を忘れて潜ってみたいと思っています。

※インターネットの世界にも飛び込んでみたいという藤田

　さんの紹介で次回は大津春久さんにバトンタッチ。

　　調　　ψ秘　ぴき　　　ぜ　

．畜
毒ずノノ
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．
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十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

つ鵬
東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

牛
銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ
ル
5
階

　引
盈
0
3
，
3
5
4
6
、
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

大
好
き
十
日
町
会
の
大
輪

　
　
　
上
野
公
園
で
花
開
く

　
大
好
き
十
日
町
会
の
花
見
は
上

野
界
わ
い
で
も
有
名
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
の
開
催
日
4
月
4
日

日
に
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
十
日
町
か
ら
59
人
、
首
都
圏
か

ら
1
3
1
人
の
計
1
9
0
人
の
花

見
の
宴
は
壮
観
そ
の
も
の
で
し
た
。

　
伊
勢
原
市
在
住
の
林
ミ
ツ
子
さ

ん
（
高
田
町
2
出
身
）
の
グ
ル
ー

プ
と
相
模
原
市
在
住
の
酒
井
洋
次

さ
ん
（
川
西
町
出
身
）
ら
の
「
や

ま
び
こ
会
」
の
2
つ
の
グ
ル
ー
プ

か
ら
6
0
人
が
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

か
つ
て
な
い
規
模
に
な
り
ま
し
た
。

　
東
京
十
日
町
会
（
涌
井
巽
会
長
）

の
役
員
の
皆
さ
ん
、
い
つ
も
大
好

き
十
日
町
会
の
行
事
に
参
加
し
て

く
だ
さ
る
小
林
ハ
ナ
さ
ん
、
城
内

キ
ク
イ
さ
ん
、
小
海
重
春
さ
ん
、

根
津
基
実
子
さ
ん
、
南
雲
和
子
さ

ん
、
4
月
か
ら
東
京
弁
護
士
会
（
会

員
約
3
9
0
0
人
）
の
副
会
長
に

就
任
さ
れ
た
十
高
同
窓
会
運
営
委

員
長
の
福
原
弘
さ
ん
（
松
之
山
町

出
身
）
な
ど
、
大
勢
の
皆
さ
ん
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
広
田
京
二
さ
ん
（
伊
達

出
身
）
を
は
じ
め
と
す
る
東
京
水

沢
会
の
皆
さ
ん
や
、
昨
年
J
A
十

日
町
主
催
の
稲
刈
り
ツ
ア
ー
で
来

　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
で
ん

市
し
た
葛
飾
、
区
の
本
田
梅
の
子
こ

ど
も
会
（
倉
持
佐
知
子
会
長
）
の

役
員
の
皆
さ
ん
も
参
加
さ
れ
ま
し

た
。　
こ
の
よ
う
な
大
盛
会
と
な
っ
た

の
も
1
0
年
近
く
に
お
よ
ぶ
大
好
き

十
日
町
会
の
役
員
の
地
道
な
活
動

と
、
十
日
町
か
ら
駆
け
つ
け
て
、

前
日
か
ら
徹
夜
で
場
所
取
り
を
し

て
く
れ
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
の
ご
苦
労
の
た
ま
も
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
3
月
2
7
日
d
ゆ
・
2
8

日
働
の
2
日
問
、
前
述
の
本
田
梅

の
子
こ
ど
も
会
の
親
子
3
0
人
が
下

条
ロ
ッ
ヂ
中
峰
を
来
訪
さ
れ
ま
し

た
。
生
越
伸
一
さ
ん
な
ど
下
条
中

央
公
園
管
理
運
営
組
合
の
皆
さ
ん

の
温
か
い
も
て
な
し
で
、
ス
キ
ー
、

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
宝
探
し
、
も
ち

つ
き
な
ど
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
ん

で
帰
り
ま
し
た
。
昨
年
、
塩
之
又

森
林
公
園
を
訪
れ
た
葛
飾
区
宝
木

塚
こ
ど
も
会
同
様
、
末
永
く
交
流

が
続
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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相談コーナー

①定例行政相談　　5月14日働

②交通事故相談　　5月10日（月）

③高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時

　会場：高年齢者職業相談室

④法律相談

　5月13日㈲小林彰弁護士
　5月27日㈲　倉重安雄弁護士

　午後1時30分～午後4時

　会場：市役所市民相談室

　電話で市民生活課へ要予約。

テレホ：ンサーヒ：ス

雷十日町市観光情報

　　　　　　　57－0500
圃くらしのダイヤル

　　　025－285。7000
5／10～5／17未成年者が契約するとき

5／17～5／24消費生活相談事例

　　　　～アポイントメント

　　　　　セーノレスでの

　　　　　　　　　トラブル～
5／24～5／31悪質商法について

　　　　（その1）

命
か
け
ま
せ
ん
か

灘講
演
会

　
　
　
「
氷
の
ゆ
り
か
こ
」

　
　
～
あ
ざ
ら
し
の
赤
ち
ゃ
ん
の
唄
～

　
流
氷
に
生
き
る
動
物
た
ち
の
お
話
し
纏

講
師
H
小
原
玲
氏
（
動
物
写
真
家
）
籔
日

　
　
ザ

時
目
5
月
2
日
㈲
午
後
2
時
30
分
～
霧
場

所
H
飛
渡
第
二
小
学
校
枯
木
又
分
校
体
育

館
獲
参
加
費
”
無
料
霧
間
合
せ
H
枯
木
又

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
会
山
田
栄
（
智
5
9

1
2
3
1
7
）
へ
。

絵
て
が
み
遊
々
展

　
も
ら
っ
て
う
れ
し
い
、
遊
び
心
た
っ
ぷ

り
の
絵
て
が
み
を
多
数
展
示
雛
日
時
H
5

月
1
日
出
～
1
6
日
㈲
午
前
9
時
3
0
分
～
午

後
7
時
雛
場
所
U
中
里
村
U
モ
ー
ル
雛
参

加
費
H
無
料
霧
問
合
せ
H
谷
矢
暁
子
（
費

52

1
5
7
5
8
）
へ
。

　
　
欝

　
勲
，

臨
　
が
加
し
ま
せ
ん
か

響、苺5月
の
「
な
か
よ
し
ラ
ン
ド
」

　
親
と
子
（
3
歳
未
満
児
）
の
触
れ
合
い

の
場
を
提
供
し
ま
す
。
籔
日
時
H
5
月
1
1

日
㈹
・
1
8
日
㈹
・
2
5
日
㈹
午
前
1
0
時
～
1
1

時
獲
場
所
H
市
民
体
育
館
※
1
8
日
は
川
西

町
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ヘ
春
の
遠
足

を
予
定
（
市
民
体
育
館
前
発
、
雨
天
の
場

合
2
5
日
に
順
延
）
纏
問
合
せ
・
申
込
み
H

公
民
館
本
館
（
盈
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

交
通
安
全
教
室

　
十
日
町
自
動
車
学
校
で
は
、
春
の
交
通

安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
施
設
を
半
日

開
放
し
、
交
通
安
全
教
室
を
開
き
ま
す
。

籔
日
時
H
5
月
1
5
日
㈲
午
前
9
時
～
正
午

鐵
場
所
H
十
日
町
自
動
車
学
校
雛
定
員
H

普
通
免
許
以
上
の
免
許
所
持
者
先
着
2
0
人

獲
申
込
み
H
十
日
町
自
動
車
学
校
（
費
5
7

ー
4
1
4
5
）
へ
。

す
こ
や
か
栄
養
セ
ミ
ナ
ー

　
自
分
や
家
族
の
健
康
に
興
味
の
あ
る
人

受
講
し
ま
せ
ん
か
。
約
1
0
回
の
受
講
後
、

食
生
活
改
善
の
地
域
活
動
に
参
加
し
て
も

ら
い
ま
す
。
纏
日
時
H
6
月
2
日
㈱
か
ら

12
月
ま
で
月
1
回
程
度
、
約
1
0
回
実
施
纏

場
所
日
十
日
町
市
保
健
セ
ン
タ
ー
籔
対
象

H
5
5
歳
ま
で
の
人
で
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後

地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
人
籔
定
員
H
3
0

人
（
受
講
の
可
否
は
後
日
連
絡
し
ま
す
）

霧
参
加
費
”
テ
キ
ス
ト
代
1
、
2
0
0
円

と
実
習
材
料
費
雛
申
込
み
H
5
月
1
7
日
㈲

ま
で
に
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
係
へ
。

◆
点
字
講
座
受
講
者
募
集

　
日
本
最
大
の
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

市
川
点
字
図
書
館
で
は
、
点
訳
者
養
成
の

た
め
の
通
信
講
座
を
開
き
ま
す
。
笏
期
間

”
6
月
1
日
㈹
～
半
年
間
笏
内
容
H
点
字

を
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
人
を
対
象
に
、
テ

キ
ス
ト
に
沿
っ
て
点
字
を
打
っ
て
い
た
だ

　
　
ニ
ダ
お

癖
蕪

　
　
　
　
懸

灘
鐡
　
p
鰭
鰻

雛
㌶

鵜
．
、
灘

鱒
麟
　
雛

癖
霧
欝

　
　
灘
麟
、

　
　
コ
ー
コ
ー

ほ
く
ほ
く
線
⑳

　
　
5
月
の

雛
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
情
報

〈
雪
国
展
〉
▼
第
－
部
4
月
2
9
日
㈲
～
6
月
1
5
日
㈹
▼
湯
沢
町
歴
史
民
俗

資
料
館
▼
越
後
湯
沢
駅
か
ら
徒
歩
3
分
▼
3
百
円
▼
川
端
康
成
生
誕
百
年

を
記
念
し
、
n
月
3
0
日
ま
で
3
部
に
分
け
て
特
別
展
示
▼
湯
沢
町
歴
史
民

俗
資
料
館
（
費
0
2
5
7
1
84
1
3
9
6
5
）

〈
五
十
沢
キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〉

▼
5
月
4
日
㈹
▼
五
十
沢
キ
ャ
ン
プ
場
▼
六
日
町
駅
か
ら
車
で
1
5
分
▼
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
や
お
に
ぎ
り
な
ど
の
模
擬
店
が
出
ま
す
▼
五
十
沢
キ
ャ
ン
プ

場
（
盈
0
2
5
7
－
74
i
2
1
4
2
）

　
　
　
ま
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

〈
七
つ
詣
り
〉
▼
5
月
8
日
ω
▼
松
苧
神
社
▼
ま
つ
だ
い
駅
か
ら
車
で
2
0
分

▼
数
え
7
歳
の
男
の
子
が
松
苧
神
社
に
初
登
山
し
、
無
病
息
災
を
祈
願
し

ま
す
▼
松
代
町
企
画
振
興
課
観
光
係
（
盈
0
2
5
5
9
1
7
1
2
2
2
0
）

〈
大
厳
寺
高
原
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
ま
つ
り
〉
▼
5
月
1
6
日
㈲
1
0
時
～
1
4
時

▼
ま
つ
だ
い
駅
か
ら
車
で
3
0
分
▼
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
食
べ
放
題
と
山
菜
採
り

▼
大
人
千
5
百
円
、
子
ど
も
千
円
▼
松
之
山
町
観
光
協
会
（
奮
0
2
5
5

9
1
6
1
3
0
1
1
）

〈
鵜
の
浜
温
泉
観
光
地
引
き
網
〉

▼
5
月
2
日
㈲
～
5
日
㈱
と
5
月
9

日
～
7
月
1
1
日
の
日
曜
・
祝
日
▼
午

前
7
時
1
0
分
か
ら
▼
鵜
の
浜
海
水
浴

場
▼
犀
潟
駅
か
ら
鵜
の
浜
温
泉
行
き

バ
ス
乗
車
1
5
分
▼
鵜
の
浜
温
泉
宿
泊

者
に
は
海
賊
汁
サ
ー
ビ
ス
、
一
般
の

方
も
5
百
円
で
味
わ
え
ま
す
▼
大
潟

町
観
光
協
会
（
盈
0
2
5
5
1
3

4
1

4
2
2
2
）

鵜の浜温泉地引き網
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き
、
郵
送
さ
れ
た
も
の
を
添
削
し
て
送
り

返
す
方
式
で
、
点
字
本
が
で
き
る
と
こ
ろ

ま
で
指
導
し
ま
す
。
笏
受
講
費
”
9
、
8

0
0
円
膨
主
催
”
市
川
点
字
図
書
館
（
〒

1
0
8
1
0
0
1
4
東
京
都
港
区
芝
4
1

6
1
7
塚
田
ビ
ル
3
階
奮
0
3
1
3
4
5
3

i
6
0
9
6
）
笏
申
込
み
”
5
月
2
5
日
㈹

ま
で
に
は
が
き
で
主
催
者
へ
。

◆
秘
書
技
能
検
定
の
お
知
ら
せ

笏
試
験
日
“
6
月
2
7
日
㈲
笏
会
場
”
新
潟

サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
学
院
短
期
大
学
校
縁
申
込

み
”
5
月
2
8
日
㈹
ま
で
に
新
潟
サ
ン
テ
ィ

ッ
ク
学
院
短
期
大
学
校
（
六
日
町
大
字
西

泉
田
暦
0
2
5
7
1
7
0
1
2
3
4
0
）
へ
。

申
込
用
紙
は
短
大
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

◆
ボ
イ
ラ
ー
技
師
免
許
試
験
準
備
講
習

　
8
月
の
免
許
試
験
に
備
え
、
準
備
講
習

を
開
催
し
ま
す
。
纏
間
合
せ
・
申
込
み
”

㈹
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
新
潟
支
部
（
智
0
2

5
－
2
4
5
1
7
5
3
5
）
へ
。
先
着
順
。

籔講習会場・期日及び定員

会場 級別 講習期日 講習会場 定員
（人）

新潟

1級

6／9㈱・10㈲
　11㈹

県立新潟

　　テクノスクール
　（新潟市鐙西1－11－2）

30

2級 50

上越 2級
6／15（シリ・16㈱

　17休）

上越職業訓練センター
（上越市高土町3－1－12）

40

長岡 2級
6／28（月）・29（幻

　30体）

ポリテクセンター新潟
　（長岡市住吉3－1－1）

50

※時間は3日間とも午前9時～午後5時

◆
1
1
年
度
調
理
師
試
験
の
お
知
ら
せ

笏
受
験
資
格
H
中
卒
ま
た
は
こ
れ
と
同
等

以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
、

調
理
業
務
に
従
事
し
た
経
験
が
2
年
以
上

あ
る
者
笏
試
験
日
時
旺
6
月
2
5
日
㈹
午
後

1
時
～
働
試
験
地
”
六
日
町
笏
必
要
書
類

H
受
験
願
書
、
調
理
業
務
従
事
証
明
圭
『

卒
業
証
明
書
等
骸
受
付
期
問
”
5
月
1
0
日

㈲
～
1
7
日
㈲
笏
問
合
せ
・
申
込
み
”
十
日

町
保
健
所
（
實
57
－
2
4
0
0
）
へ
。

◆
看
護
力
再
開
発
講
習
会
・
就
職
説
明
会

　
未
就
業
看
護
職
員
を
対
象
に
再
就
職
促

進
の
た
め
の
講
習
会
と
就
職
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
笏
看
護
力
再
開
発
講
習
会
▼

期
日
H
6
月
1
6
日
㈱
・
1
7
日
㈲
・
2
2
日
㈹
・

23

日
㈱
・
2
4
日
㈱
（
5
日
間
）
▼
場
所
H

新
潟
県
看
護
研
修
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
”
講

義
「
最
新
の
看
護
業
務
に
つ
い
て
」
、
病
院

実
習
▼
申
込
期
限
“
6
月
7
日
㈲
籔
就
職

説
明
会
▼
日
時
”
6
月
2
4
日
㈲
午
後
1
時

～
3
時
▼
場
所
闘
新
潟
県
看
護
研
修
セ
ン

タ
ー
▼
申
込
期
限
H
6
月
2
1
日
㈲
働
申
込

み
・
問
合
せ
”
新
潟
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
新
潟
市
川
岸
町
2
1
1
1
實
0
2
5
1
2

3
3
－
6
0
1
1
）
へ
。

◆
児
童
手
当
制
度
の
ご
案
内

　
児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
の
健
全
育
成

と
資
質
向
上
を
目
標
に
支
給
さ
れ
る
制
度

で
す
。
3
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
、
前

年
の
所
得
が
一
定
以
下
の
人
に
対
し
、
申

請
し
た
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
受
給

資
格
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
人
は
（
た
だ
し

公
務
員
は
各
所
属
庁
へ
）
問
い
合
せ
て
く

だ
さ
い
。
笏
支
給
月
額
H
第
1
子
口
5
千

円
、
第
2
子
H
5
千
円
、
第
3
子
以
降
”

一
人
に
つ
き
1
万
円
笏
問
合
せ
H
市
民
生

活
課
国
民
年
金
係
へ
。

◆
霧
谷
埋
立
地
開
場
と
ゴ
ミ
持
ち
込
み
に

つ
い
て
の
お
願
い

　
霧
谷
埋
立
地
を
5
月
6
日
㈲
か
ら
開
場

し
ま
す
。
搬
入
路
は
①
県
道
室
島
十
日
町

線
（
吉
田
山
谷
経
由
）
②
国
道
2
5
2
号

越
ヶ
沢
ト
ン
ネ
ル
（
中
仙
田
）
を
越
え
林

道
を
経
由
③
川
西
町
の
町
道
、
田
中
藤
沢

線
（
通
称
長
藤
寺
沢
線
）
を
使
う
3
つ
の

順
路
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
田
中
藤
沢
線

に
つ
い
て
は
7
月
31
日
ω
ま
で
と
1
0
月
1

日
㈹
～
31
日
㈲
の
間
、
ダ
ム
エ
事
の
た
め

全
面
交
通
止
め
に
な
り
ま
す
。
※
霧
谷
埋

立
地
は
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
で

す
。
可
燃
物
や
産
業
廃
棄
物
は
絶
対
に
持

ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。
膨
問
合
せ
”

十
日
町
地
域
衛
生
施
設
組
合
（
暦
52
－
3

9
2
4
）
へ
。

◆
悪
質
な
毒
物
混
入
に
注
意

　
昨
年
全
国
で
起
き
た
毒
物
混
入
事
件
へ

の
危
機
意
識
も
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に

薄
れ
が
ち
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
口
に
す

る
食
品
に
は
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
色
が
濁
っ
て
い
た
り
、
い
つ
も
と
違
っ

　
て
い
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

◇
臭
い
や
刺
激
臭
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

◇
苦
い
味
や
舌
が
し
び
れ
る
よ
う
な
味
は

　
し
ま
せ
ん
か
。

◇
包
装
や
容
器
に
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
な
お
、
十
日
町
保
健
所
管
内
で
も
、
「
毒

劇
物
対
策
連
絡
会
議
」
が
2
月
に
発
足
し

⑳

紹
介
し
ま
す

　
　
児
童
相
談
員

　
十
日
町
市
に
は
、
二
人
の
家
庭

相
談
員
が
い
ま
す
。
そ
の
仕
事
の

内
容
・
相
談
内
容
等
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
育
児
の
悩
み
を
抱
え
、
誰
か
に

相
談
し
た
い
と
き
な
ど
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
室
は
、
市
役
所
1
階
の
社

会
福
祉
事
務
所
に
設
置
さ
れ
、
平

日
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま

で
相
談
・
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。◎
仕
事
の
内
容

　
保
育
所
等
を
訪
問
し
、
児
童
の

状
態
・
内
容
を
把
握
し
て
保
護
者

並
び
に
関
係
職
員
に
対
し
、
適
切

な
指
導
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

◎
対
象
者

　
1
8
歳
未
満
の
児
童
と
、
そ
の
家

庭
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

◎
主
な
相
談
内
容

ω
性
格
、
生
活
習
慣
等
の
相
談

　
神
経
質
、
食
事
、
習
癖
等

②
知
能
、
言
語
の
相
談
　
知
的
、

　
言
語
の
発
達
等

㈲
学
校
生
活
等
の
相
談
　
集
団
生

　
活
に
お
け
る
行
動
上
の
問
題
（
怠

　
学
、
長
欠
等
）

⑥
非
行
の
相
談
　
窃
盗
、
傷
害
、

　
恐
か
つ
等
の
不
法
行
為
の
お
そ

　
れ
の
あ
る
児
童
に
つ
い
て
の
相

　
談
⑥
家
族
関
係
の
相
談
　
家
庭
内
の

　
人
間
関
係
に
関
す
る
相
談

㈲
環
境
福
祉
の
相
談
　
児
童
の
養

　
育
に
つ
い
て
の
経
済
的
問
題
、

　
養
育
に
欠
け
る
等
の
問
題

の
心
身
障
害
の
相
談
　
家
庭
に
お

　
け
る
養
育
に
関
す
る
相
談

※
専
門
的
な
ケ
ー
ス
と
な
る
場
合

　
は
、
児
童
相
談
所
で
取
り
扱
う

　
こ
と
に
な
り
ま
す
。

連
絡
先
　
盈
5
7
1
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
1
3
1
）

　　　　はるよし
ん　尾身春吉さん
　　　（鉢　1）
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一
●

軍　　■

て
い
ま
す
。

◆
ク
マ
に
注
意
！

　
山
に
入
る
場
合
は
、
熊
の
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
熊
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
〉
山
に
入
る

際
は
、
音
の
す
る
物
（
熊
鈴
、
ラ
ジ
オ
な

ど
）
を
身
に
付
け
、
人
が
い
る
こ
と
を
遠

く
か
ら
熊
に
分
か
ら
せ
る
こ
と
が
最
も
有

効
な
対
策
で
す
。
〈
熊
に
遭
遇
し
た
ら
〉
大

声
を
出
し
た
り
し
て
、
む
や
み
に
熊
を
刺

激
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
笏
問
合

せ
H
農
林
課
林
政
農
災
係
へ
。

ス　　
　
ポ
ー
ツ
・

　
　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

◆
硬
式
テ
ニ
ス
基
本
講
習
会

縁
日
時
H
5
月
8
日
か
ら
6
月
1
2
日
ま
で

の
毎
週
土
曜
日
午
後
7
時
30
分
～
笏
場
所

阿
総
合
体
育
館
膨
対
象
日
初
心
者
・
初
級

者
鯵
定
員
H
4
0
人
笏
参
加
費
H
3
千
円
笏

申
込
み
”
テ
ニ
ス
協
会
（
堀
盈
5
5
－
2
3

8
5
ま
た
は
樋
熊
盈
57
1
5
0
8
6
）
へ
。

◆
市
民
硬
式
テ
ニ
ス
指
導
会

鯵
日
時
H
5
月
～
1
0
月
の
毎
週
木
曜
日
午

後
7
時
30
分
～
笏
場
所
”
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ

ラ
ン
ド
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
鞍
参
加
費
”
5
百

円
笏
申
込
み
”
テ
ニ
ス
協
会
（
堀
費
5

5
1

2
3
8
5
ま
た
は
阿
部
盈
5

7
1
8
0
8

9
）
へ
。

◆
親
子
ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

珍
日
時
H
5
月
～
1
0
月
の
毎
週
火
曜
日
午

後
7
時
～
笏
場
所
”
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

ド
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
笏
対
象
H
中
学
生
以
下

の
子
供
と
親
骸
参
加
費
H
一
家
族
5
千
円

縁
申
込
み
H
テ
ニ
ス
協
会
（
村
山
費
5

2
1

5
3
9
5
ま
た
は
堀
盈
5
5
1
2
3
8
5
）

へ
。

◆
体
育
館
を
個
人
開
放
し
ま
す

　
今
年
も
5
月
か
ら
n
月
ま
で
の
期
間
、

総
合
体
育
館
と
市
民
体
育
館
を
個
人
開
放

し
ま
す
。
個
人
券
（
大
人
2
百
円
、
子
供

百
円
）
、
定
期
券
で
だ
れ
で
も
気
軽
に
利
用

で
き
ま
す
。
健
康
・
体
力
づ
く
り
の
た
め

に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
雛
問
合
せ
一

総
合
体
育
館
（
費
52
1
4
3
7
7
）
へ
。

曜日
総　合　体　育　館

市民体育館
アリーナ 屋内グラウンド

月
　17：30～19：30
バドミントン・バスケットボール

　17130～21：30
野球・ソフトボール

水
　17二30～21：30

バドミントン
　19二30～21：30

バレーボール

木
　17：30～19：30
バスケットボール

　17＝30～21＝30
サ　　ツ　　カ　　ー

　17：30～21：30

バドミントン
19＝30～21：30

卓　　　球

金
　17：30～21＝30
サ　　ツ　　カ　　ー

　19二30～21：30

バレーボール

土
　17：30～19：30

硬式テニス
　17：30～21＝30

ソフ　トテニス

歩行者も交通ルールを

　　　　　守りましょう

●スローガン

　「守ろうよかわいい子どもとお年寄り」

●運動の重点

　○子どもと高齢者の交通事故防止

　○シートベルトの正しい着用の徹底とチ

　ャイルドシートの着用促進

市内の3月中の交通事故発生状況（）累計

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

11年 14（44） 18（60） 0（0） 57（203）

10年 24（58） 25（63） 0（0） 47（185）

　　　　　　　　　s

　　　　　　　t

　　　　　『　　o
　　　　●

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で

　
　
　
　
　
い
い
汗
流
そ
う

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
は
、
適
度
の
負
荷
を

体
に
あ
た
え
な
が
ら
、
多
く
の
カ
ロ
リ

ー
を
消
費
す
る
こ
と
が
で
き
る
理
想
的

な
運
動
で
す
。
総
合
体
育
館
で
は
今
年

度
も
5
月
か
ら
来
年
3
月
ま
で
、
4
期

に
わ
た
っ
て
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
現
在
は
、
第
1
期
参
加
者

を
募
集
中
で
す
。
初
心
者
や
中
高
年
の

人
も
安
心
し
て
参
加
で
き
る
コ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
の
で
、
振
る
っ
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
参
加
資
格
”
1
5
歳
以
上
の
健
康
な

　
人
。
た
だ
し
中
学
生
は
参
加
で
き
ま

　
せ
ん
。

●
参
加
費
H
①
教
室
参
加
料
（
ー
コ
ー

　
ス
”
8
回
分
）
1
、
0
0
0
円
②
施

　
設
使
用
料
（
毎
回
）
2
0
0
円
た
だ

　
し
、
3
か
月
以
上
の
施
設
使
用
券
ま

　
た
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
券
を
お

　
持
ち
の
人
は
①
の
み
。

●
申
込
み
“
総
合
体
育
館
（
智
5

2
1
4

　
3
7
7
）
へ
。
（
先
着
順
）

●
持
ち
物
U
運
動
の
で
き
る
服
装
、
室

　
内
用
運
動
靴
、
タ
オ
ル

ソフトエアロビクス教室

【1コース峯8回】

エアロビスク教室

【1コース＝8回】

内　容

足腰への負担の少な

い運動で、高齢者や

初めての人でも安心

して参加できるエア

ロビクス教室です。

【定員＝50人】

初心者から慣れてき

た人を対象に徐々に

レベルを上げていく、

基本的なエアロビク

ス教室です。

【定員150人】

時　間
月曜日【昼】

午前10時～11時15分

木曜日【夜】

午後7時30分～8時45分

開
　
催
　
期
　
闘

1期 5月10日～6月28日 5月13日～7月1日

II期
8月9日～10月4日
　※8月16日除く

8月5日～10月7日
※8月26日・9月23日除く

m期 10月25日～12月13日 10月28日～12月16日

IV期 1月17日～3月6日 1月20日～3月9日

都合により予定を変更することがあります。
あらかじめご了承ください。
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ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

　
　
　
　
　
B
C
G
接
種
が
始
ま
り
ま
す

籔
対
象
と
な
る
子
”
①
5
月
1
日
現
在
、

生
後
3
か
月
～
接
種
日
現
在
（
判
定
・

B
C
G
）
、
4
歳
未
満
の
子
②
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
反
応
検
査
の
判
定
で
、
B
C
G
の

対
象
に
な
っ
た
が
未
接
種
の
子
③
平
成

10
年
8
月
2
日
～
1
1
年
2
月
1
日
に
生

ま
れ
た
子
に
は
個
別
通
知
を
し
ま
す
。

影
受
け
ら
れ
な
い
子
H
①
ポ
リ
オ
、
麻
し

ん
、
風
し
ん
接
種
後
4
週
間
を
経
過
し

な
い
子
②
体
に
広
く
湿
し
ん
の
あ
る
子

③
発
熱
し
て
い
た
り
、
著
し
い
栄
養
障

害
の
あ
る
子
④
B
C
G
を
接
種
し
た
子

獺
注
意
す
る
こ
と
“
①
「
予
防
接
種
と
子

ど
も
の
健
康
（
◆
結
核
◆
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
・
B
C
G
）
」
を
必
ず
読
ん
で
き

て
く
だ
さ
い
。
②
医
師
に
よ
る
予
診
（
視

診
、
聴
診
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
脱
ぎ

や
す
い
服
で
来
て
く
だ
さ
い
。

雛
持
参
す
る
も
の
目
①
母
子
健
康
手
帳
②

体
温
計
③
十
日
町
市
に
登
録
を
し
て
い

な
い
と
き
は
、
住
民
登
録
を
し
て
あ
る

市
町
村
で
発
行
し
た
「
予
防
接
種
実
施

依
頼
書
」
を
も
ら
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

雛
問
合
せ
日
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

　
へ
。

〈日程表〉

i難．屡 饗粥鞍饗灘
縷　　　種i

懇籔鍵囎麗

P接．　種

嚢
灘
慧

饗
『
鑛

鰯購叢
P鐵『欝．

鐵陰灘
5月11日（幻 5月13日（木）

午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
1
5
分

保
健
セ
ン
タ
1

雛麟購 5月18日（幻 5月20日（木）

縢難
譲灘、．

／灘綴欝
5月26日㈱ 5月28日㈹

い
か
乾
燥
品
に
よ
る

サ
ル
モ
ネ
ラ
食
中
毒
に
注
意
1

先
月
、
川
崎
市
内
で
発
生
し
た
サ
ル
モ

ネ
ラ
菌
中
毒
で
、
原
因
と
さ
れ
た
食
品
と

同
じ
も
の
が
、
市
内
に
も
流
通
し
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
十
日
町
保
健
所

で
も
緊
急
に
回
収
等
を
行
い
ま
し
た
が
、

す
で
に
購
入
し
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

決
し
て
食
べ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

籔
間
合
せ
・
連
絡
先
“
十
日
町
保
健
所
（
盈

57
－
2
4
0
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
材

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

品
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

象
　
　
　
　
　
　
　
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸

対
　
　
　
　
　
　
　
八

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県

在
　
　
　
　
　
　
　
森

現
　
　
　
　
　
　
情

日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
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5月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰響児／

27日
休）

午後1時

　～1時45分

7年11月

生まれの幼児

1歳6か月児
健　　　　診

12日
（水）

午後1時

　～1時45分

9年11月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

19日
（水）

午後1時

　～1時30分

11年1月

生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
18日
（火）

午前9時

～9時50分

8年

10月・11月

生まれの幼児

10か月児
身体測定

25日
（火）

午前9時15分

　　～10時

10年7月
生まれの乳児

麟舗訓

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳
　児健診は尿検査もあります）
※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞
　腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
　祉課に取りに来てください。

※平成7年12月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。6月の
　健診対象者に検査セット等を送付しますので、5月15
　日を過ぎても届かない人は、健康福祉課保健予防係ま
　で連絡してください。

5月の健康相談
会　　場 期日 時　　　間

保健センター 10・17・24・31㈲ 午前9時～11時30分

新座コミュニティセンター

11日（火）

午前9時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北　和　会　館 午後1時30分～4時

就業改善センター

20日（湘

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午前9時30分～11時30分

羽　根　川　荘

21日（金》

午前9時～11時30分

水沢地区公民館 午前9時～11時30分

平　　成　　園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

28日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

上新田公民館 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を！
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。

5月の献血車
◆全血献血　3日（月）（終日）商工福祉会館

　　　　　　　　　　　　　（きものまつり〉

　　　　　　27日㈲（午前）㈱協立パイパーッ

　　　　　　　　　（午後）J　A十日町本所

＊受付時間　午前10時～正午、午後1時～3時

◆成分献血　12日㈱（終日）十日町市役所
＊受付時間　午前9時30分～10時30分、午後1時～3時

＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に電話

　で申し込んでください。所要時間は約60分です。

75平成11年4月25日号
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　姉妹都需提携23年目の昨年（1998年〉5月3日（きもの

まつり、成人弐開催）に、コモ市の市長室長であるスィル

バーノ・レオー二去妻をお迎えし、コモ通りでコモ市のシ

ンボル「ルチア」のお披露目弐を行いました。翌6月には

ファビオ・フィルツ雀小学校と姉妹校を結ぶ川治小学校の

子どもたちがコモ市を訪問し（市、十日町・コモ姉妹都市交

流協会同行）、コモ・カップ（サッカー大会）の参加、姉妹

校や老人施設の訪問、ホームスティの体験などを通して様々

な交流をしました。11月11日にはコモ県商工会議所のマル

コ・チッテリオ会頭をお迎えし、ヨーロッパをリードする

シルク産業をはじめとするコモの各業界の真摯な姿勢の一

　　　　　　　難　　　　　　1　　　　　，　　噂
　スィルバーノ・レオー二夫妻と友好のシンボル「ルチア」

端に触れる機会を得ました。また、交流協会では経済交流

の一環として、ファミリア・コマスカ協会の紹介でワインを

輸入し、大勢の市民の皆さんから味わっていただきました。

　1999年の今年、コモ市では偉大な科学者である故アレッ

サンドロ・ボルタの「電池発明200年祭」イベントを開催し

ているところです。この200年祭にあたり本田市長とドイツ・

フルダ市（コモ市の姉妹都市）の市長が名誉会員に推挙さ

れました。これを受け、本田市長はルチアのお礼、また25

周年（2000年）を記念して、交流がさらに盛んになること

を願い、今年、コモ市の訪問を予定。また、交流協会では

来年に向けて記念事業を計画する予定でいます。
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飛二小は一つ

飛渡第二小学校

漏．37
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　飛一小を右手の崖上に見て国道252号を右

折し、走ること約4km、宇田ケ沢、菅沼、

山新田の集落をさらに西枯木又方面に右折

してまもなくの地点に、15名の子どもたち

が学ぶ本校と、さらに4km山あいにある7

名の子どもたちが学ぶ枯木又分校の、合わ

せて22名の飛渡第二小学校があります。

　今年は、来る21世紀を見通して学校目標

を「やさしい子・考える子・たくましい子」

としました。本校・分校と合わせて「飛二

小は一つ」の意識のもとに、月1回の合同

学習が実施され、音楽・体育・学活と3時

間を和気あいあいと過ごしています。

　年間を通して行われているふるさと学習

では、地域のお年寄りや保護者の支援も得

て、昨年は豆腐づくりやさつまいもづくり

などに精を出しました。また、冬は雪に降

り込められてしまう飛二ですが、そり滑り、

雪像づくり、スキー教室などがあり、雪を

楽しむ活動もバッチリです。
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「
青
天
の
霞
震
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
広
辞
苑
に
よ
る
と
、
突
然
起
こ
る
変
動
、

急
に
生
じ
た
大
事
件
と
あ
り
、
大
辞
泉
で
は

ほ
か
に
、
突
然
受
け
た
衝
撃
と
の
説
明
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
4
月
1
日
の
人
事
異
動
内

示
を
見
た
時
の
い
つ
わ
ら
ざ
る
感
想
が
、
こ

の
青
天
の
露
震
で
し
た
。
文
章
が
苦
手
な
私

が
広
報
紙
を
作
る
と
は
…
。
い
く
ら
参
っ
て

も
、
弱
っ
て
も
物
事
の
解
決
に
は
つ
な
が
り

ま
せ
ん
。
「
や
れ
る
だ
け
や
っ
て
み
る
さ
」
と

開
き
直
っ
て
み
た
も
の
の
、
現
実
は
厳
し
く
、

五
里
霧
中
で
は
得
策
も
な
く
、
や
る
気
は
人

『
倍
持
ち
つ
つ
も
、
今
の
と
こ
ろ
同
僚
職
員

に
負
担
と
迷
惑
を
強
い
て
い
る
毎
日
で
す
。

　
個
人
的
に
受
難
の
春
が
続
く
な
か
で
、
こ

の
た
ぴ
笹
山
か
ら
出
土
し
た
火
焔
型
土
器
が

国
宝
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
貴
重
な
瞬
間
に
立
ち
会
え
た
こ
と
を
心

か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
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を

書
い
て
い
る
窓
の
外
で
は
ち
ょ
う
ど
桜
が
満

開
で
す
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山
野
も
長
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冬
か
ら
解
放
さ
れ
て
、

大
き
く
息
づ
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

こ
う
し
た
美
し
さ
や
地
域
の
す
ば
ら
し
さ
を
、

趣
味
の
カ
メ
ラ
と
昨
日
購
入
し
て
き
た
本
「
い

い
文
章
の
書
き
方
」
を
駆
使
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
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限
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今
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ま
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